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 研究実績の概要

　本研究では、脱炭素社会を牽引する GX 人材育成を目的に、再生可能エネルギーインフラを核
とした教育環境の整備を推進した。まず、太陽光発電・蓄電・消費を一体的に可視化する再生可
能エネルギー統合システムを導入し、得られた電力を実験教室へ供給することで、学生がリアル
タイムデータを用いてエネルギーマネジメントを学修できる体制を構築した。加えて、新カリ
キュラム策定に先立ち、第1学年共通科目で実施する実験の環境整備を開始した。具体的には汎用
マイコンを用いて、電気エネルギーと各種エネルギー（熱・光・音・運動出力）を変換する実験
キットを製作し、学生が発電から各種エネルギー形態への変換を体験的に学べる実習シナリオを
開発した。実験手順書・講義資料を整備の上、担当教員向けの運用体制も構築した。これらの準
備により、再生可能エネルギーを身近に感じさせる１年生向けの教育プラットフォームが令和 7
年度の新コース入学者に向けて概ね完成し、試行授業では学生の理解度向上と興味喚起を確認で
きた。
今後は学生主体の PBL 型プロジェクトの準備を進めるとともに、他学年の新規実験実習テーマを
展開していく予定である。これらの取り組みにより、GX 推進と脱炭素社会実現に資する教育モデ
ルの環境整備を進めることができた。
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